
関連する知 
 

繰り返し実践 

 

科科科学学学的的的ななな知知知識識識ををを用用用いいいててて日日日常常常生生生活活活ののの事事事象象象ををを説説説明明明すすするるる力力力ををを高高高めめめるるる高高高校校校理理理科科科指指指導導導ののの工工工夫夫夫   
―理科の既習事項からキーワードを探して共有し、グループでの意見交流を参考に文章化する活動を通して― 

理科班  毒島 孝次 （高等学校教諭） 

①キーワード探しと共有化で、効果的に既習事項

から関連する情報を選び出すことができた。 

②意見交流によって、知識を組み合わせて筋道の

通った説明を考えることができた。 

③文章で説明する際に原稿用紙に書くことで、根

拠として用いる知識が増えても筋道を外れずに

説明することができた。 

★意見交流後、グループで考えた説明内容の評価について 

  ２人以上の意見を合わせて、筋道の通った説明をしたグループ：６班/７班 

★文章の内容の評価 ＊「科学的な知識を用いて、日常生活の事象を自分の言

葉で説明することができたか。」について （４段階中） 

Ａ「十分満足」（４２％）＋Ｂ「おおむね満足」（２９％）＝７１％ 

★キーワード探しの評価について （４段階中） 

Ａ「十分満足」（４１％）＋Ｂ「おおむね満足」（５３％）＝９４％  

★アンケート「共有したことで考えが広がったか？」の回答 

Ａ「広がった」（４２％）＋Ｂ「やや広がった」（５２％）＝９４％ 

 
○実験観察などに興味関心があり、楽しく活動する。 

×既習事項を知識として定着させるのが苦手である。 

×日常生活に活用する意識が不足している。 

×科学的な根拠を基にして自然をとらえることが苦手である。 

生徒の実態  

○自然の事物への興味関心を、実験などだけで

なく、日常生活に結び付けてほしい。 

○科学的な知識を根拠に、自然をとらえる力を

身に付けてほしい。 

教師の願い 

● 生徒にとって実感を伴っていたり発展性を感じられたりするように、課題とする日常の事象は精選して設定する必要がある。 

● 選び出したキーワードの発表では、多数意見に合わせて遠慮する生徒が意見交流で見られたので、グループでなるべく多くのキ

ーワードを共有できるような指導を工夫する必要がある。 

課題例１： 

「運動後に荒い呼吸

がすぐやまないのは

なぜ？」 

酸素が不足した。 

エネルギーを 

使ったから。 

乳酸を分解。 

ATP を 

作るため… 

課題例２： 

「診断してみよう！」 

タンパクが出ている 

ALT が高い 

グループでつくった説明シート 

原稿用紙に生徒が書いた文章 

探し出したキーワード 

学習指導要領 

「科学的な自然観の育成」 

群馬県教育委員会 

「学習内容を拡充・深化

し、事象を科学的に考察す

る能力や態度を育成する」 

                

★日常生活のある事象を課題に、理解のきっ

かけになるキーワードを既習事項から探して 

ワークシートに書き出す。  

★黒板上で、全員でキーワードを共有する。 

[Step①] キーワード探しと共有化 （個人） 

[Step②] グループでの意見交流 （グループ） 

[Step③] 文章化 （個人） 

 

★５～６人のグループで意見を交流して、 

キーワードを取捨選択し、短い言葉でつないで

組み合わせることで、事象を説明する。 

 

★色々な意見を聞いた後に、課題の事象につい

て考えをまとめ、科学的根拠を用いた説明の

文章を、原稿用紙に書く。 

 
関連する情報を

選び出す力 

の育成 

 
知識を 

組み合わせる力 

の育成 

 

知識を根拠に 

説明する力 

の育成 

目指す生徒像 ： 理科の授業で身に付けた知識を用いて日常生活の事象を説明することができる生徒 

繰り返し実践 

設定された課題に対して、科学的な知識を用いて説明する学習活動 


